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(57)【要約】
　表示デバイスの表示パネルによって表示するために画
像データを処理する方法を提供する。画像を表わす画像
の画素データを取得する。第１の処理ステップでは、画
素データを処理して、観察者に対してマルチビュー効果
を創出する。第２の処理ステップでは、該画素データの
複数のサブセット（カーネル）のそれぞれが同数の画素
群（Ｐｘ－１、Ｐｘ、Ｐｘ＋１、Ｐｘ＋２）を備え、か
つ、各画素群（Ｐｘ－１、Ｐｘ、Ｐｘ＋１、Ｐｘ＋２）
が少なくとも１つの画素を備えた各サブセット（カーネ
ル）について、該サブセット（カーネル）の複数の画素
群のうちの少なくとも１つの画素群（Ｐｘ）に対して、
該サブセット（カーネル）の複数の画素群（Ｐｘ－１、
Ｐｘ、Ｐｘ＋１、Ｐｘ＋２）における画素データのパタ
ーン（パターンの個数）に依存して、新しい画素データ
（Ｐｘ’）を導出（演算）する。この新しい画素データ
（Ｐｘ’）の導出（演算）は、少なくとも１つのこのよ
うなパターンをその反転パターンから区別できる様態で
実施される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示デバイスの表示パネルによって表示するために画像データを処理する方法であって
、
　画像を表わす画像の画素データを取得し、
　第１の処理ステップでは、該画素データを処理して、観察者に対してマルチビュー効果
を創出し、
　第２の処理ステップでは、該画素データの複数のサブセットのそれぞれが同数の画素群
を備え、かつ、各画素群が少なくとも１つの画素を備えた各サブセットについて、該サブ
セットの複数の画素群のうちの少なくとも１つの画素群に対して、該サブセットの複数の
画素群における画素データのパターンに依存して、少なくとも１つのこのようなパターン
をその反転パターンから区別できる様態で新しい画素データを導出する方法。
【請求項２】
　上記第１の処理ステップが、軸上においては、軸上に位置している軸上の観察者に対し
空間的平均化によって局所的にバランスをとる傾向を有し、これにより、軸上の観察者に
とって知覚不能な輝度のばらつきを導入し、軸上以外においては、軸上に位置していない
軸外の観察者に対し空間的平均化によって局所的にバランスをとらず、これにより、軸外
の観察者にとって知覚可能な輝度のばらつきを導入できるように、表示パネルの特性を考
慮して実施される、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　表示デバイスの表示パネルによって表示するために画像データを処理する方法であって
、
　画像を表わす画像の画素データを取得し、
　第１の処理ステップでは、軸上においては、軸上に位置している軸上の観察者に対し空
間的平均化によって局所的にバランスをとる傾向を有し、これにより、軸上の観察者にと
って知覚不能な輝度のばらつきを導入し、軸上以外においては、軸上に位置していない軸
外の観察者に対し空間的平均化によって局所的にバランスをとらず、これにより、軸外の
観察者にとって知覚可能な輝度のばらつきを導入できるように、表示パネルの特性を考慮
して該画素データを処理し、
　第２の処理ステップでは、該画素データの複数のサブセットのそれぞれが同数の画素群
を備え、かつ、各画素群が少なくとも１つの画素を備えた各サブセットについて、該サブ
セットの複数の画素群のうちの少なくとも１つの画素群に対して、該サブセットの複数の
画素群における画素データのパターンに依存して、新しい画素データを導出する方法。
【請求項４】
　上記第１の処理ステップでは、空間的平均化によって観察者が単一の輝度を有している
と知覚する１対の画素群のうちの一方の画素群に対する、軸上において導入される輝度の
任意の増加が、この１対の画素群のうちのもう一方の画素群に対する、輝度のほぼ等価な
減少にほぼ一致する、請求項２または３に記載の方法。
【請求項５】
　上記１対の画素群のうちの一方の画素群の結果的に得られる輝度が最高輝度の近傍にあ
るか、または、上記１対の画素群のうちのもう一方の画素群の結果的に得られる輝度が最
低輝度の近傍にあるかのいずれかである、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　上記新しい画素データの導出において、画素データのパターンに依存してフィルタを選
択し、選択されたフィルタを、上記サブセットの複数の画素群のうちの少なくとも一部の
画素群に対して適用して新しい画素データを導出する、請求項１～５のいずれか一項に記
載の方法。
【請求項７】
　上記画素データのパターンを複数の所定のパターンと比較し、
　この比較ステップの結果に依存して新しい画素データを導出する、請求項１～６のいず
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れか一項に記載の方法。
【請求項８】
　上記複数の所定のパターンのそれぞれが、対応するフィルタに関連付けられ、
　上記比較ステップにおいて一致するパターンを決定し、
　そのパターンに関連付けられたフィルタを、上記新しい画素データを導出する際に使用
するために選択する、請求項６に従属する場合の請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　上記比較ステップにおいて、新しい画素データを導出中である上記少なくとも１つの各
画素群の、すぐ隣の少なくとも１つの画素群に比べた相対的な明るさを示し、比較的高い
明るさと比較的低い明るさとを区別する尺度を決定する、請求項７または８に記載の方法
。
【請求項１０】
　上記サブセット内の各画素群を、その画素データにしたがって、所定のセットをなす複
数のレベルのうちの１つに割り当て、
　上記比較ステップにおいて、割り当てられたレベルのパターンを、上記複数の所定のパ
ターンと比較する、請求項７、８、または９に記載の方法。
【請求項１１】
　上記サブセットの複数の画素群のうちの少なくとも一部の画素群の画素データに基づい
て尺度を算出し、
　上記所定の複数のレベルのうちの１つに画素群を割り当てる上記ステップが、算出され
た尺度に依存して実施される、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　表示デバイスの表示パネルによって表示するために画像データを処理する方法であって
、
　画像を表わす画像の画素データを取得し、
　第１の処理ステップでは、該画素データを処理して、観察者に対してマルチビュー効果
を創出し、
　第２の処理ステップでは、該画素データの複数のサブセットのそれぞれが同数の画素群
を備え、かつ、各画素群が少なくとも１つの画素を備えた各サブセットについて、このサ
ブセットの複数の画素群のうちの少なくとも一部の画素群の画素データに基づいて尺度を
算出し、
　上記サブセット内の各画素群を、その画素データにしたがって、かつ、算出された尺度
に依存して、所定のセットをなす複数のレベルのうちの１つに割り当て、
　割り当てられたレベルのパターンを、複数の所定のパターンと比較し、
　この比較ステップの結果に依存して、上記サブセットの複数の画素群のうちの少なくと
も１つの画素群について新しい画素データを導出する、画像データ処理方法。
【請求項１３】
　上記尺度が平均値である、請求項１１または１２に記載の方法。
【請求項１４】
　画素群を、その画素データと上記算出された尺度との比較に基づいて、所定のセットを
なす複数のレベルのうちの１つに割り当てる、請求項１１、１２、または１３に記載の方
法。
【請求項１５】
　上記画素データを、上記導出ステップにおいて使用するために、例えばガンマべき乗関
数に基づいて、見かけの輝度値に変換する、請求項１～１４のいずれか一項に記載の方法
。
【請求項１６】
　上記サブセットの画素群のパターンに依存して決定された少なくとも１つの変換パラメ
ータを用いる、請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
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　上記サブセットの画素群が連続的であり、ほぼ１次元に延びる、請求項１～１６のいず
れか一項に記載の方法。
【請求項１８】
　上記サブセットの画素群が、連続的な二次元構成を備えている、請求項１～１７のいず
れか一項に記載の方法。
【請求項１９】
　上記各サブセットが、その他のサブセットから１つの画素群によって隔てられている、
請求項１～１８のいずれか一項に記載の方法。
【請求項２０】
　新しい画素データを導出する上記ステップが、第１の処理ステップにおいて実施された
処理によって得られた知見を使用する、請求項１～１９のいずれか一項に記載の方法。
【請求項２１】
　上記新しい画素データが、第１の処理ステップにおいて実施される処理の結果アーティ
ファクトを引き起こしやすい、画像の特徴を表わす画素データのパターンが生成できるよ
うに導出される、請求項１～２０のいずれか一項に記載の方法。
【請求項２２】
　上記導出ステップにおいて、新しい画素データを導出中である上記少なくとも１つの各
画素群が、第１の処理ステップにおいて実施される処理の結果アーティファクトを引き起
こしやすい、画像の特徴を表わす画素データのパターンの一部を形成するかどうかを決定
する、請求項１～２１のいずれか一項に記載の方法。
【請求項２３】
　上記導出ステップにおいて、比較的暗い背景上の明るい特徴を表わす画素データのパタ
ーンが、比較的明るい背景上の暗い特徴を表わす画素データのパターンとは別に扱われる
、請求項１～２２のいずれか一項に記載の方法。
【請求項２４】
　上記導出ステップにおいて、新しい画素データを導出中である上記少なくとも１つの各
画素群が、１つの画素群の幅を有する暗いまたは明るい線、１つの画素群の幅を有する暗
いまたは明るい線に隣接する画素群、２つの画素群の幅を有する暗いまたは明るい線の左
側の縁、１つまたは２つの画素群のピッチを有する明暗からなる市松模様のパターン、お
よび斜線からなる画像の特徴のうちの少なくとも１つの特徴の一部を形成するかどうかを
、上記画素データのパターンから決定する、請求項１～２３のいずれか一項に記載の方法
。
【請求項２５】
　上記第２の処理ステップが第１の処理ステップの前に実施される、請求項１～２４のい
ずれか一項に記載の方法。
【請求項２６】
　上記第２の処理ステップが第１の処理ステップの後に実施される、請求項１～２４のい
ずれか一項に記載の方法。
【請求項２７】
　上記新しい画素データが、上記サブセットの画素群のうちの１つの画素群に対してのみ
導出される、請求項１～２６のいずれか一項に記載の方法。
【請求項２８】
　各画素群が色成分画素の合成色画素群を備え、
　各色成分画素に順に適用される、請求項１～２７のいずれか一項に記載の方法。
【請求項２９】
　上記合成色画素群が赤色、緑色、および青色の色成分画素を備えている、請求項２８に
記載の方法。
【請求項３０】
　上記第１の処理ステップが、互いに異なる画像をそれぞれ表わす受信された複数の画素
データをインターリーブし、これらの互いに異なる画像を、それぞれ互いに異なる視認位
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置にいる複数の観察者に提示するために実施される、請求項１～２９のいずれか一項に記
載の方法。
【請求項３１】
　請求項１～３０のいずれか一項に記載の方法を実施するように構成された装置。
【請求項３２】
　請求項３１に記載の装置を備えた表示デバイス。
【請求項３３】
　請求項１～３０のいずれか一項に記載の方法を実施するように装置を制御するためのプ
ログラム。
【請求項３４】
　搬送媒体によって搬送され、
　該搬送媒体が記憶媒体または伝送媒体である、請求項３３に記載のプログラム。
【請求項３５】
　添付の図面を参照して実質的に上記において記載される方法、装置、または表示デバイ
ス。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、表示デバイスによって表示するために、画像データ処理するための方法およ
び装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　公知のアクティブマトリクス型液晶表示デバイスとしては、パブリック表示モードとプ
ライベート表示モードとの間で切り替え可能なものや、異なる観察者に対して異なる複数
の画像を導くことができるものがある。第１のモード（パブリックモード）では、このよ
うな表示が一般に標準的な表示として設定されている。単一の画像が、表示デバイスによ
って、すべての観察者にとって最適な明るさ、画像のコントラスト、および解像度をもっ
て、できるだけ広い視野角の範囲に表示される。第２のモード（プライベートモード）で
は、主画像が、通常表示面の法線を中心とする、狭められた視野角の範囲内でのみ視認可
能である。この狭められた角度の範囲の外側から表示を見ている観察者は、主画像がぼや
けて見えるようにする第２の画像（マスキング画像）か、視認できないほど劣化した主画
像かのいずれかを知覚する。
【０００３】
　英国特許第２４１３３９４号明細書（シャープ社）では、切り替え可能なプライバシー
保護機能を有する表示デバイスが、１つ以上の液晶層および偏光板を表示パネルに追加す
ることによって、製作される。これらの追加された素子が持つ本来の視野角依存性は、公
知の方法で液晶を電気的に切り替えることによって変更可能である。この技術を採用する
表示デバイスとしては、シャープ社製Ｓｈ８５１ｉやＳｈ９０２ｉ型携帯電話があげられ
る。
【０００４】
　ただし、これらの種類の表示デバイスは、狭められた視野の外側にいる観察者に対して
、主画像の明るさを選択的に低下させることしかできず、再構成可能なカラービデオ画像
を該観察者に対して表示することができない。この機能を有する、視差バリア技術に基づ
くマルチビュー表示デバイスは、米国特許出願公開第２００７／０２９６８７４号明細書
および米国特許第７１５４６５３号明細書に記載されている。
【０００５】
　上記の方法は、どの方法も、視野角の範囲を電気的に切り替える機能性を提供するため
に、余分な装置を表示デバイスに追加しなければならないという短所を有する。この結果
、表示デバイスのコストおよび特に嵩が増加するが、これは特に携帯電話やラップトップ
コンピュータなどの携帯型表示デバイス搭載機器では、非常に望ましくない。視差バリア
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に基づく表示デバイスも、たとえパブリックモードであっても、各視認領域に対して表示
デバイスの画素の半分を表示できるにすぎず、実質的な画像の解像度はベースとなるパネ
ルの半分である。
【０００６】
　表示デバイスのハードウェア規模を増加させずにプライバシーモード機能を有する表示
デバイスの１つの例が、シャープ社製Ｓｈ７０２ｉＳ型携帯電話である。この携帯電話は
、そのＬＣＤ上に表示される画像データの処理を、表示デバイスで使用される液晶モード
が本来有する角度データ／輝度特性とともに利用して、中心から外れた位置から表示デバ
イスを観察している観察者には表示される情報が視認できないプライベートモードを作り
出す。ただし、プライベートモードにおいて、軸上に位置している正規の観察者（軸上の
観察者）に対して表示される画像の品位は、ある程度劣化する。
【０００７】
　表示パネルに対して別途光学的装置を設けなくともプライベートモードにおいて詳細で
再構成可能なサイド画像が提供できる、画像処理技術だけに基づくマルチビュー表示デバ
イスが、英国特許出願公開第２４２８１５２Ａ１号明細書および英国特許出願第０８０４
０２２．２号明細書に記載されている。これらの表示デバイスでは、主画像データが第２
の画像（マスキング画像）に依存した様態で処理され、その結果、修正済み画像データが
パネル上に表示されると、そのマスキング画像が、軸上に位置していない観察者（軸外の
観察者）によって知覚される。
【０００８】
　英国特許出願第０８０４０２２．２号明細書に記載されているように、マルチビューを
生成するために主画像に対して適用される高空間周波数変調によって、主画像中にある画
像の特徴が存在する場所において、所望しない色のアーティファクトが目立つようになる
。該特許出願第明細書によると、主画像中の微細な特徴をぼやけさせるために、主画像に
対して画像処理フィルタ（例えば、英国特許出願第０７０１３２５．３号明細書（公開番
号ＧＢ－Ａ－２４４５９８２）に記載されている画像処理フィルタ）を適用すれば、これ
らのアーティファクトの見かけが大幅に改善される。しかしながら、標準的な画像ぼかし
フィルタは、上記開示のようにマルチビュー表示デバイスとともに使用すると記載されて
いるものを含めて、画像データを処理するマルチビューのためのプロセスに関連する特定
の色のアーティファクトに特化して解決するようには、設計されていない。その結果、す
べての種類の画像について、主画像のぼやけを最小限に抑えつつ色のアーティファクトを
除去するには、これらのフィルタの効果が不十分であることが示されている。特に、これ
らのフィルタは、黒字のテキストおよび白字のテキストの周囲に発生する色のアーティフ
ァクトを、同一のパラメータセットを用いて補正することができない。
【０００９】
　したがって、パブリックモードをほとんど変えることなく、つまり、相当する標準的な
表示パネルに比べて相対的に明るさ、解像度、コントラスト、視野などに遜色がないマル
チビュー表示デバイスであって、マルチビュー画像プロセスによって生成される種類の色
のアーティファクトに特化して補正する画像処理ステップを含めることによって、主観察
者によって観察される主画像の品位が最適化される、画像処理方法に基づいてマルチビュ
ーまたはプライバシーモードを実現する機能を有する、マルチビュー表示デバイスを提供
することが望まれる。
【発明の概要】
【００１０】
　本発明の第１の態様によれば、表示デバイスの表示パネルによって表示するために画像
データを処理する方法であって、画像を表わす画像の画素データを取得し、第１の処理ス
テップでは、該画素データを処理して、観察者に対してマルチビュー効果を創出し、第２
の処理ステップでは、該画素データの複数のサブセットのそれぞれが同数の画素群を備え
、かつ、各画素群が少なくとも１つの画素を備えた各サブセットについて、該サブセット
の複数の画素群のうちの少なくとも１つの画素群に対して、該サブセットの複数の画素群
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における画素データのパターンに依存して、少なくとも１つのこのようなパターンをその
反転パターンから区別できる様態で新しい画素データを導出する、方法が提供される。
【００１１】
　上記第１の処理ステップは、軸上においては、軸上に位置している軸上の観察者に対し
空間的平均化によって局所的にバランスをとる傾向を有し、これにより、軸上の観察者に
とって知覚不能な輝度のばらつきを導入し、軸上以外においては、軸上に位置していない
軸外の観察者に対し空間的平均化によって局所的にバランスをとらず、これにより、軸外
の観察者にとって知覚可能な輝度のばらつきを導入できるように、表示パネルの特性を考
慮して実施されてもよい。
【００１２】
　本発明の第２の態様によれば、表示デバイスの表示パネルによって表示するために画像
データを処理する方法であって、画像を表わす画像の画素データを取得し、第１の処理ス
テップでは、軸上においては、軸上に位置している軸上の観察者に対し空間的平均化によ
って局所的にバランスをとる傾向を有し、これにより、軸上の観察者にとって知覚不能な
輝度のばらつきを導入し、軸上以外においては、軸上に位置していない軸外の観察者に対
し空間的平均化によって局所的にバランスをとらず、これにより、軸外の観察者にとって
知覚可能な輝度のばらつきを導入できるように、表示パネルの特性を考慮して該画素デー
タを処理し、第２の処理ステップでは、該画素データの複数のサブセットのそれぞれが同
数の画素群を備え、かつ、各画素群が少なくとも１つの画素を備えた各サブセットについ
て、該サブセットの複数の画素群のうちの少なくとも１つの画素群に対して、該サブセッ
トの複数の画素群における画素データのパターンに依存して、新しい画素データを導出す
る、方法が提供される。
【００１３】
　上記第１の処理ステップでは、空間的平均化によって観察者が単一の輝度を有している
と知覚する１対の画素群のうちの一方の画素群に対する、軸上において導入される輝度の
任意の増加が、この１対の画素群のうちのもう一方の画素群に対する、輝度のほぼ等価な
減少にほぼ一致してもよい。
【００１４】
　上記方法は、上記１対の画素群のうちの一方の画素群の結果的に得られる輝度が最高輝
度の近傍にあるか、または、上記１対の画素群のうちのもう一方の画素群の結果的に得ら
れる輝度が最低輝度の近傍にあるかのいずれかであるように、構成されてもよい。
【００１５】
　上記新しい画素データの導出において、画素データのパターンに依存してフィルタを選
択し、選択されたフィルタを、上記サブセットの複数の画素群のうちの少なくとも一部の
画素群に対して適用して新しい画素データを導出してもよい。
【００１６】
　上記方法は、上記画素データのパターンを複数の所定のパターンと比較し、この比較ス
テップの結果に依存して新しい画素データを導出してもよい。
【００１７】
　上記方法は、上記複数の所定のパターンのそれぞれが、対応するフィルタに関連付けら
れ、上記比較ステップにおいて一致するパターンを決定し、そのパターンに関連付けられ
たフィルタを、上記新しい画素データを導出する際に使用するために選択してもよい。
【００１８】
　上記比較ステップにおいて、新しい画素データを導出中である上記少なくとも１つの各
画素群の、すぐ隣の少なくとも１つの画素群に比べた相対的な明るさを示し、比較的高い
明るさと比較的低い明るさとを区別する尺度を決定してもよい。
【００１９】
　上記方法は、上記サブセット内の各画素群を、その画素データにしたがって、所定のセ
ットをなす複数のレベルのうちの１つに割り当て、上記比較ステップにおいて、割り当て
られたレベルのパターンを、上記複数の所定のパターンと比較してもよい。
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【００２０】
　上記方法は、上記サブセットの複数の画素群のうちの少なくとも一部の画素群の画素デ
ータに基づいて尺度を算出し、上記所定の複数のレベルのうちの１つに画素群を割り当て
る上記ステップが、算出された尺度に依存して実施されてもよい。
【００２１】
　本発明の第３の態様によれば、表示デバイスの表示パネルによって表示するために画像
データを処理する方法であって、画像を表わす画像の画素データを取得し、第１の処理ス
テップでは、該画素データを処理して、観察者に対してマルチビュー効果を創出し、第２
の処理ステップでは、該画素データの複数のサブセットのそれぞれが同数の画素群を備え
、かつ、各画素群が少なくとも１つの画素を備えた各サブセットについて、このサブセッ
トの複数の画素群のうちの少なくとも一部の画素群の画素データに基づいて尺度を算出し
、上記サブセット内の各画素群を、その画素データにしたがって、かつ、算出された尺度
に依存して、所定のセットをなす複数のレベルのうちの１つに割り当て、割り当てられた
レベルのパターンを、複数の所定のパターンと比較し、この比較ステップの結果に依存し
て、上記サブセットの複数の画素群のうちの少なくとも１つの画素群について新しい画素
データを導出する、方法が提供される。
【００２２】
　上記尺度は平均値であってもよい。
【００２３】
　上記方法は、画素群を、例えば上記算出された尺度を閾値として用いて、その画素デー
タと上記算出された尺度との比較に基づいて、所定のセットをなす複数のレベルのうちの
１つに割り当ててもよい。
【００２４】
　上記方法は、上記画素データを、上記導出ステップにおいて使用するために、例えばガ
ンマべき乗関数に基づいて、見かけの輝度値に変換してもよい。
【００２５】
　上記方法は、上記サブセットの画素群のパターンに依存して決定された少なくとも１つ
の変換パラメータを用いてもよい。
【００２６】
　上記サブセットの画素群が連続的であり、ほぼ１次元に延びてもよい。
【００２７】
　上記サブセットの画素群が、連続的な二次元構成を備えていてもよい。
【００２８】
　上記各サブセットが、その他のサブセットから１つの画素群によって隔てられていても
よい。
【００２９】
　新しい画素データを導出する上記ステップが、第１の処理ステップにおいて実施された
処理によって得られた知見を使用してもよい。
【００３０】
　上記新しい画素データが、第１の処理ステップにおいて実施される処理の結果アーティ
ファクトを引き起こしやすい、画像の特徴を表わす画素データのパターンが生成できるよ
うに導出されてもよい。
【００３１】
　上記導出ステップにおいて、新しい画素データを導出中である上記少なくとも１つの各
画素群が、第１の処理ステップにおいて実施される処理の結果アーティファクトを引き起
こしやすい、画像の特徴を表わす画素データのパターンの一部を形成するかどうかを決定
してもよい。
【００３２】
　上記導出ステップにおいて、比較的暗い背景上の明るい特徴を表わす画素データのパタ
ーンが、比較的明るい背景上の暗い特徴を表わす画素データのパターンとは別に扱われて
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もよい。
【００３３】
　上記導出ステップにおいて、新しい画素データを導出中である上記少なくとも１つの各
画素群が、１つの画素群の幅を有する暗いまたは明るい線、１つの画素群の幅を有する暗
いまたは明るい線に隣接する画素群、２つの画素群の幅を有する暗いまたは明るい線の左
側の縁、１つまたは２つの画素群のピッチを有する明暗からなる市松模様のパターン、お
よび斜線からなる画像の特徴のうちの少なくとも１つの特徴の一部を形成するかどうかを
、上記画素データのパターンから決定してもよい。
【００３４】
　上記第２の処理ステップが第１の処理ステップの前に実施されてもよい。
【００３５】
　上記第２の処理ステップが第１の処理ステップの後に実施されてもよい。
【００３６】
　上記新しい画素データが、上記サブセットの画素群のうちの１つの画素群に対してのみ
導出されてもよい。
【００３７】
　各画素群が複数の色成分画素からなる合成色の画素群を備え、上記方法が各色成分画素
に順に適用されてもよい。
【００３８】
　上記合成色画素群が赤色、緑色、および青色の色成分画素を備えていてもよい。
【００３９】
　上記第１の処理ステップが、互いに異なる画像をそれぞれ表わす受信された複数の画素
データをインターリーブし、これらの互いに異なる画像を、それぞれ互いに異なる視認位
置にいる複数の観察者に提示するために実施されてもよい。
【００４０】
　本発明の第４の態様によれば、本発明の第１～第３の態様のうちのいずれか１つに係る
方法を実施するように構成された装置が提供される。
【００４１】
　本発明の第５の態様によれば、本発明の第４の態様に係る装置を備えた表示デバイスが
提供される。
【００４２】
　本発明の第６の態様によれば、本発明の第１～第３の態様のうちのいずれか１つに係る
方法を実施するように装置を制御するためのプログラムが提供される。このプログラムは
、搬送媒体によって搬送されてもよい。この搬送媒体は、記憶媒体または伝送媒体であっ
てもよい。
【００４３】
　上記考慮される表示パネルの特性は、軸上において導入された輝度のばらつきが、空間
的平均化によって観察者について局所的にバランスをとる傾向を有し、したがって、軸上
の観察者にとって知覚不可能であるように構成された状態における、表示パネルの持つ信
号電圧に対する軸上の輝度の応答性であってもよい。この場合、該パネルの軸外の輝度と
軸上の輝度との関係が非線形になり、その結果、軸外において導入された輝度のばらつき
は、空間的平均化によって観察者について局所的にバランスをとらず、したがって、軸上
の観察者にとって知覚可能である。
【００４４】
　本発明の一実施形態は、上記マルチビューデータ処理プロセスによって不所望の画像ア
ーティファクトを導入せずに軸上で視認される高い画像品位を維持するために、画像デー
タ処理と複数の画像を複数の観察者にとって視認可能にするＬＣＤパネルの持つ本来の視
野角依存性とを利用する種類の、プライバシー表示およびマルチビュー表示を可能にする
、これらの表示を実現するために改善された画像処理方法を提供する。
【００４５】



(10) JP 2012-506065 A 2012.3.8

10

20

30

40

50

　本発明の第１の実施形態では、表示デバイスに入力された複数の画像データセットのう
ちの少なくとも１つは、マルチビュー画像プロセスが実施される際に、画像アーティファ
クトの原因となることが知られている特定の画像の特徴を検出するために、フィルタを用
いて処理される。そして、これらの特定の画像の特徴は、その種類に合わせて、もとの画
像の詳細を最大限保存しつつアーティファクトが導入されることを防止する方法で処理さ
れる。
【００４６】
　本発明の第２の実施形態では、上記マルチビュー画像プロセスによって生成される出力
画像内の局在化した画素群が、複数の入力画像のうちの少なくとも１つ入力画像の同一領
域に対応する画素群と比較される。そして、不一致が検出され、例えば、不一致を補正す
るまたは不一致を画像の広い領域にわたって拡散させて目立たないようにする方法で、マ
ルチビュー出力画像が変更される。
【図面の簡単な説明】
【００４７】
【図１】液晶表示デバイスのための制御用エレクトロニクスの標準的な配置の概略図であ
る。
【図２】標準的なシングルビューＬＣＤにおけるデータプロセスの流れを示す図である。
【図３】プライベートまたはマルチビューモードにおける公知の種類のマルチビューＬＣ
Ｄにおけるデータプロセスの流れを示す図である。
【図４】一様な主入力画像データおよびサイド入力画像データの領域を対象として作用す
る公知のマルチビュー表示プロセスによって得られる、出力画素データを示す概略図であ
る。
【図５】主入力画像の斜線領域およびサイド入力画像の一様な領域を対象として作用する
公知のマルチビュー表示プロセスによって得られる、出力画素データを示す概略図である
。
【図６】主入力画像およびサイド入力画像のために別途追加された事前処理フィルタを用
いた、公知のマルチビュー表示デバイスにおける画像データプロセスの流れの概略図であ
る。
【図７】第１の実施形態の第１のステップ（分類ステップ）において、主入力画像の４×
１の画素サンプリングウィンドウにおいて、画素を、その画像データ値に基づいて、「高
」（１）または「低」（０）に分類する好ましい方法を示す図である。
【図８】第１の実施形態の第２のステップにおいて特定される１０個の異なる場合に、第
３のステップにおいて実施される互いに異なる演算を示す表である。
【図９】第１の実施形態のハードウェアによる実施態様の一例を示す図である。
【図１０】第１の実施形態の第２の例の第３の（演算）ステップにおいて使用される算出
方法を示す図である。
【図１１】異なる「ガンマ」パラメータを使用してデータ値を非線形に事前変換および事
後変換し、２つの入力データセット（ａ）および（ｂ）を対象として作用する、図１０の
算出の結果を示す図である。
【図１２】第１の実施形態の第３の例の第２のステップにおいて特定される６つの異なる
場合のそれぞれの例を示す図である。
【図１３】図１２の実施形態において特定される各場合において、第３のステップにおい
て入力主画像データに対して実施される演算の一例を示す図である。
【図１４】第１の実施形態のハードウェアによる実施態様の一例を示す図である。
【図１５】第２の実施形態のＬＣＤ表示デバイスにおける画像データプロセスの流れを示
す図である。
【図１６】第２の実施形態において使用される算出方法を示す図である。
【図１７】入力主画像が一様であっても、出力マルチビュー画像において、カーネル位置
に応じて異なる結果を生成する、図１６の算出方法の能力を示す図である。
【発明を実施するための形態】
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【００４８】
　好適な実施形態では、表示デバイスは、変更を加えられた制御用エレクトロニクスを有
する標準的なＬＣＤ表示デバイスからなる。ＬＣＤ表示デバイスは、一般に、以下に列挙
するものを含めた複数の部品パーツからなる。
【００４９】
　１．一様な、広角度の照明光をパネルに供給するための、バックライトユニット。
【００５０】
　２．デジタル画像データ受信し、各画素についてアナログ信号電圧を出力し、さらにす
べての画素の対向電極についてタイミングパルスおよび共通電圧を出力するための、制御
用エレクトロニクス。ＬＣＤ制御用エレクトロニクスの標準的な配置の概略図を、図１に
示す（Ｅｒｎｓｔ　Ｌｕｅｄｅｒ、液晶表示デバイス、Ｗｉｌｅｙ　ａｎｄ　ｓｏｎｓ　
Ｌｔｄ，　２００１）。
【００５１】
　３．互いに向かい合った２つのガラス基板からなり、一方のガラス基板上には画素電極
アレイと、電子信号を制御用エレクトロニクスから受信して画素電極まで導くアクティブ
マトリクスアレイとが設置された、空間的な光の変調によって画像を表示するためのＬＣ
パネル。もう一方の基板には、通常、一様な共通電極および色フィルタアレイの膜が設置
される。ガラス基板とガラス基板との間には、任意の厚さ（通常２μｍ～６μｍ）の液晶
層が挟持されており、この液晶層は、配列層がガラス基板の内側の面上に存在することに
よって配列していてもよい。上記ガラス基板は、一般に、電気的に誘起される配列変化を
ＬＣ層の各画素領域内で引き起こし、バックライトユニットおよび周囲から来る光の所望
の光学的変調を実現し、こうすることによって画像を生成するために、直行する向きに配
置された複数の偏光膜およびその他の光学的補償膜の間に配置される。
【００５２】
　英国特許出願第０８０４０２２．２号明細書において開示される本発明の一実施形態が
、パブリック表示モードで動作している様子を、図２に概略的に示す。一般に、ＬＣＤ制
御用エレクトロニクス（ここでは制御用エレクトロニクスとも呼称する）１は、入力画像
データに依存する信号電圧を出力するために、表示面の法線方向から観察している（軸上
の）主観察者３に対して、表示される画像の知覚される品位、つまり解像度、コントラス
ト、明るさ、応答時間などを最適化するように、ＬＣパネル２の電気光学的特性に特に合
わせて構成されている。ある任意の画素に対する入力画像データ値と観察される輝度との
間の、表示デバイスが原因となって生じる関係（ガンマ曲線）は、表示ドライバのデータ
値と信号電圧との間のマッピングおよびＬＣパネルの持つ信号電圧に対する輝度の応答性
を組み合わせた効果によって決定される。
【００５３】
　ＬＣパネル２は、一般に、表示デバイスのガンマ曲線をすべての視野角について可能な
限り軸上における応答性に近い状態に保持するために、１画素当たり複数のＬＣドメイン
および／または受動的光学補償膜を含んで構成される。こうすることによって、ＬＣパネ
ル２は、広い視認領域５に対してほぼ同じ高品位の画像を提供する。ただし、液晶表示デ
バイスの電気視覚的応答性が角度に依存するものであって、軸外におけるガンマ曲線が軸
上におけるガンマ曲線と異なることは、液晶表示デバイスの本来の特性である。このこと
は、コントラストの反転、大きな色のシフト、またはコントラストの減少を引き起こさな
い限り、一般には、軸外の観察者４にとって、観察される画像において目立つ知覚される
ような欠陥にはならない。
【００５４】
　上記表示デバイスがパブリックモードで作動している場合、単一の画像を構成する１セ
ットの主画像データ６が、各フレーム期間中に、通常シリアルビットストリームの形態で
、制御用エレクトロニクス１に入力される。そして、制御用エレクトロニクスは、１セッ
トの信号データ電圧をＬＣパネル２に出力する。これらの各信号電圧は、ＬＣパネルのア
クティブマトリクスアレイによって、対応する画素電極に導かれる。この結果生じる、Ｌ
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Ｃ層内の画素の集合的な電気光学的応答性が、画像を生成する。そして、ほぼ同じ画像が
、軸上の観察者３と軸外の観察者４とによって知覚される。このとき、表示デバイスは広
視野角モードで動作していると言うこともできる。この状況を図２に図示するが、これを
ＬＣＤの標準的な動作方法であると言うことができる。
【００５５】
　英国特許出願第０８０４０２２．２号明細書に記載された種類のマルチビュー表示デバ
イス（図３にも概略的に図示）において、プライベートモードでは、主画像を構成する主
画像データ７とサイド画像８を構成するサイド画像データ８との２つの画像データセット
が、各フレーム期間中に、制御用エレクトロニクス１に入力される。そして、制御用エレ
クトロニクスは、先述のように、ＬＣパネル内の各画素について１つのデータ電圧からな
る、１セットの信号データ電圧を出力する。ただし、ここでは、制御用エレクトロニクス
（表示コントローラ）は、拡張ルックアップテーブル（ＬＵＴ）を使用し、また、全体と
して一枚の画像を形成するＬＣパネル内の各画素について出力される上記信号データ電圧
は、主画像７およびサイド画像８の両方において（画像中の空間的な位置に関して）対応
する画素のデータ値に依存する。各画素について出力されるデータ電圧は、表示デバイス
内の画素の空間的な位置によって決定される第３のパラメータにも依存する。
【００５６】
　そして、制御用エレクトロニクス１からの上記出力電圧は、ＬＣパネル２に画素の組み
合わせからなる画像を表示させる。この画像が、主観察者３によって観察されると、主画
像となる。しかし、軸外の観察者４にとってはガンマ曲線が異なるので（これがＬＣパネ
ルの１つの特徴である）、軸外の観察は、主画像をぼやけさせるおよび／または劣化させ
るサイド画像を、もっともはっきりと知覚する。こうすることによって、表示デバイスの
法線を中心とする限定された円錐角９の内側に位置している観察者にだけ、主画像情報を
提示することができる。この状況を図３に図示する。さらなる詳細については、英国特許
出願第０８０４０２２．２号明細書に記載されている。
【００５７】
　英国特許出願第０８０４０２２．２号明細書のマルチビュープロセスに記載された、画
像データ圧縮および組み合わせプロセス、ならびにパラメータは、軸上の観察者３にとっ
ては目立つ、わずかな色のアーティファクトを発生させる。このことは、特に、入力主画
像内の、１画素の幅を有する斜線からなる領域の場合に当てはまる。これは、下記の事実
に起因している。すなわち、このようなプロセスによって、カラーサブ画素が１つおきに
黒に設定される出力画像がしばしば生成され、この結果、１画素の幅を有する黒色の斜線
がこのパターン上に重ねられ、これにより、該斜線の片側にある画素のラインは、当該ラ
インに含まれる１つまたは２つのカラーサブ画素が、当該ラインの長さ全体にわたってオ
ンのまま残り得る。この場合、この色の付いた線が眼で認識できるようになる。
【００５８】
　この問題を図４および図５に図示する。図４は、マルチビュー画像プロセスが、典型的
なＲＧＢのストライプ表示において、一様な主画像およびサイド画像の中の２×２個の画
素からなる画素群の輝度値を対象として作用した結果を示している。このことから、マル
チビュープロセスが画像データを出力しても、この出力はサブ画素レベルで変更されるが
、マルチビュープロセスによって、２×２個の画素からなる画素群について全体的な輝度
および色のバランスは維持されることがわかる。そして、出力画素のセットは、画素群の
平均化された画素輝度だけが見えるように十分な距離で離れて位置する観察者には、入力
主画像と同じに見える。
【００５９】
　図５は、入力されるサイド画像は一様であるが、入力される主画像の領域は暗い斜線か
らなっている状態で、上記と同じマルチビュープロセスが、この一様なサイド画像中の２
×２個の画素からなる画素群を対象として作用する様子を示している。マルチビュープロ
セスの結果、全体的な輝度および色のバランスの両方において大きく異なる出力画像デー
タが生成されることがわかるであろう。この不一致は、軸上の観察者には視認可能であり
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、この実例では、はっきりとした緑色のアーティファクトが見える。
【００６０】
　明るいサブ画素および暗いサブ画素のパターンに対する、斜線の相対的な位置に応じて
、画像アーティファクトの見かけは変化する。例えば、図５に示した例とは反対の傾きを
有する、入力主画像中の暗い斜線の場合であれば、出力される画素のサブセットでは、全
体的にマゼンタ色がかかって見える。英国特許出願第０８０４０２２．２号明細書にも記
載されているように、サブ画素のレベルでパターン形成するのではなく、マルチビュー画
像プロセスによって、複数の合成白色の画素内のすべてのカラーサブ画素について輝度を
増加させ、さらに、これに合わせて、隣接する合成白色の画素のすべての色成分の輝度を
減少させると、斜線をすべて消滅させることができる。
【００６１】
　英国特許出願第０８０４０２２．２号明細書には、上記マルチビュー画像を組み合わせ
るプロセスにおいて、それぞれ入力される主画像データセットおよびサイド画像データセ
ットを対象として作用する事前処理ステップ１０、１１を加えることが記載されている。
この事前処理ステップ１０、１１は、画像ぼかしフィルタからなり、これらの画像アーテ
ィファクトの発生を防止する。表示プロセスに加えるこの変更を、添付の図面の図６に示
す（英国特許出願第０８０４０２２．２号明細書の図１７に対応する）。
【００６２】
　本発明の好適な実施形態においては、マルチビュー画像処理方法によって実施される画
像データ処理およびこの処理によって生成される画像アーティファクトの知見を使用して
、入力画像に加える変更および演算リソースの最も効率的な使用に加える変更は最小限に
抑えながら（例えば、より少ないゲート、データをバッファリングするためのより小さい
メモリ容量、より緩やかなタイミング、より短い待ち時間、およびより少ない消費電力の
うちのいずれか１つ以上を用いて実施される処理）、出力画像内におけるアーティファク
トの出現を防止するように、入力画像データセットを変更する、改善された画像事前処理
方法が提供される。
【００６３】
　好ましい方法では、入力画像の画素データは、追加された画像処理デバイス１０または
１１によって受信されると、複数の画素によってバッファされる。こうすることによって
、隣接する画素データ値のサブセットをすべて画像上の「ウィンドウ」または「カーネル
」内でサンプリングすることが可能になる。このような各ウィンドウまたはカーネルは、
画素データのサブセットがそれぞれ同数の画素群を備え、かつ、各画素群が少なくとも１
つの画素を備えた、画素データのサブセットを備えていると考えればよい。例えば、各画
素群が単一の画素を備えていてもよく、あるいは赤色、緑色、および青色の画素を備えた
合成色画素群であってもよい。記述を簡単にするために、ここでは、画素群を単純に画素
と呼称することもある。
【００６４】
　そして、以下に説明する３つのステップからなるプロセスが、各サブセットに対して適
用される。
【００６５】
　第１のステップ（分類ステップ）は、上記サブセット内の画素を、「高」い値を有する
画素または「低」い値を有する画素として分類表記するために使用される。この分類ステ
ップは、明るさに基づいて、所定のセットをなす複数のレベル（この場合、レベルは、「
高」と「低」との２つ）の１つに、画素を割り当てるステップであると考えてもよい。画
素値が単一のモノクロム画素または単一の白黒画素に関連する場合、隣り合う画素の画素
値が処理される。ただし、合成色画素群の場合、各合成色画素群が赤色、緑色、および青
色の画素を備えているので、プロセスは、隣り合う合成画素群の各色成分画素値に対して
順に適用される。
【００６６】
　第２のステップ（比較ステップ、またはケース検出ステップ）では、上記の結果得られ
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た高／低からなるパターンが、１セットの既知のパターンと比較される。
【００６７】
　一致するパターンが見つかった場合、第３のステップ（演算ステップ）が、上記サブセ
ット内の画素のうちの少なくとも１つに対して実施される。次に、サンプリングウィンド
ウが画像内で移動して、新しい画素のセットをサンプリングする。一致するパターンが見
つからなかった場合、画素値は変更されず、サンプリングウィンドウは次に移動する（一
致するパターンが見つからなければ、少なくとも概念としては、単純に既存の画像の画素
データを受け取って、それを変化させずに新しい画素データとして使用するフィルタが適
用されたと考えてもよい）。ウィンドウがすべての主入力画像を走査し、任意の必要な変
更を画像データ値に加え終わると、調節済み画像データが、事前処理回路からマルチビュ
ー回路へ出力される。
【００６８】
　一例としての実施態様において、上記サンプリングウィンドウ、つまり「カーネル」は
、４×１個の画素からなる水平ブロックである。分類ステップにおいては、すべての画素
のデータ値を平均して、この平均値より高いデータ値を有するカーネル内の画素を、高い
値を有していると規定し、これを「１」と表記し、また、平均より低いデータ値を有する
画素を、低い値を有している、つまり「０」であると規定する。このプロセスを、１行の
画素値を一例として用いて、図７に示す。
【００６９】
　そして、０値および１値からなる上記４×１パターンが、１セットの既知のパターンと
比較され、さらに、現在のパターンに対応する演算が、カーネルの左から二つ目の画素（
Ｐｘ）に対して実施される。そして、４×１のウィンドウが、画像内で右へ画素１つ分移
動し、高／低の分類、パターン比較、および二つ目の画素に対する演算が繰り返される。
このプロセスは、カーネルが画像内のすべての行にわたって走査を終了するまで継続する
。先のステップから得られる変更されたデータ値が、後続のステップで使用されてもかま
わない。あるいは、もとのデータ値が使用されてもかまわない。例えば、第１の段階では
、４×１ウィンドウの画素２（左から二つ目の画素）が変更されてもよく、この場合、第
２の段階では、その画素が４×１のウィンドウ内の画素１になる。第１の実施態様では、
画素１の新しい値が、第２の段階での算出において使用される。一方で、第２の実施態様
では、画素１のもとの値が使用される。ビデオ表示の場合、このプロセスはリアルタイム
で発生し、ビデオ列の各フレームをフレーム時間内にフィルタリングし、補正済み画像を
表示デバイスに出力する。
【００７０】
　上述のように、各画素群が個々の色成分画素によって形成されている場合、上記プロセ
スは、各色成分ごとに繰り返される。例えば、図７のイラストは、４×１のウィンドウ内
で隣り合う４つの画素の赤色成分だけのそれぞれの値を表わすと考えてもよく、緑色成分
だけのそれぞれの値、または青色成分だけのそれぞれの値を表わすと考えてもよい。別の
一実施形態では、ウィンドウが複数の色成分からの値を一度に検討し、処理することが可
能であり、その結果、より複雑な色パターンが生成できるようになる。
【００７１】
　一例としての実施形態において、１６個の可能なカーネルパターンのうち１０個につい
ては、左から二つ目の画素に対して演算を実施しなければマルチビュー画像においてアー
ティファクトが発生するので、画像の特徴を補正するために、左から二つ目の画素に対し
て演算を実施する必要があることがわかった。これらのパターンおよび対応する演算を、
図８に示す。なお、Ｐｘ’、つまり、カーネル内の左から二つ目の画素の新しい値を算出
するために使用される画素値は、画素Ｐｘおよびその隣の画素Ｐｘ－１およびＰｘ＋１の
もとのデータ値であって、本プロセスの第１のステップにおいて高い値／低い値を表記す
るために使用された０または１の値ではない。また、カーネルが異なる位置にある先のス
テップから得られる、新しい補正済み画素値でもない。図８の表において、本発明の一実
施形態は、各パターンをその反転パターンから区別できることにも留意すべきである。例
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えば、パターン１は、パターン１の反転パターン（パターン２）から区別される。また、
パターン３は、パターン３の反転パターン（パターン４）から区別される。異なるフィル
タまたは演算が、各パターンおよびそのパターンに対応するそれぞれの反転パターンに対
して適用される。本発明の一実施形態は、画素データから導出される絶対的な差における
パターンではなく、画素データにおけるパターンを見ることによって、こうした適用を実
施可能である（ＧＢ－Ａ－２４４５９８２において同様に実施されている）。ただし、個
々のパターンをすべてその反転パターンから区別することは不要である。同じフィルタま
たは演算が、特定のパターンおよびその反転パターンに適用されることもあり、このよう
な状況では、両者を区別することは一切不要である。また、特定のパターンをその反転パ
ターンから（例えば１１０１を００１０から）区別することが必要ではあるが、フィルタ
は２つのうちの一方（例えば１１０１）だけに適用し、もう一方のパターン（例えば００
１０）にはフィルタが適用されなくてもかまわないこともある。この場合には、一方のパ
ターンの存在を検出すればいいのであって、両方のパターンの存在を検出する必要はない
。この文脈では、画素データの反転パターンとは、組み合わせられると、ほぼ一様な画像
を生成するパターンであると考えてよい。例えば、「明」は「暗」の反転であり、逆もま
た同様である。
【００７２】
　Ｐｘ’（ＢＮ、ＷＮ、ＢＬ、ＷＬ、ＢＥ、ＷＥ、ＷＣ、およびＢＣ）を算出する際に使
用されるパラメータには、任意の値０～１が割り当てられてもよい。特定の演算が実施さ
れる際には、これらのパラメータが、Ｐｘのデータ値が隣接画素のデータ値に向かってシ
フトされる量を決定する。画像に適用される変更量を最小限に抑えながら、マルチビュー
画像において、どんな画像アーティファクトも出現しないようにするためには、これらの
パラメータは、表示デバイスの光学的特性（明るさ、コントラスト、ガンマ曲線など）に
合わせて精度よく設定される必要がある。フィルタリングプロセスの効率を最適化するた
めには、分割ステップが単純なビットシフトになるように、パラメータが、ｎおよびｍを
正の整数とすると、整数を２ｎでわった分数（つまりｍ／１６またはｍ／３２）であるこ
とが望ましい。
【００７３】
　先行技術の画像ぼかしフィルタに対して本実施形態が有する長所の１つは、上記複数ケ
ース検出ステップによって、演算の対象となる画素が、１画素の幅を有する暗いまたは明
るい線の一部であるかどうか、１画素の幅を有する暗いまたは明るい線に隣接する画素で
あるかどうか、２画素の幅を有する暗いまたは明るい線の左側の縁であるかどうか、また
は２画素のピッチを有する明暗からなる市松模様のパターンの一部であるかどうかを決定
することが可能になることである。ここにあげたものが、マルチビュー画像プロセスでア
ーティファクトを引き起こす主な画像の特徴である。また、補正しなければ出現するアー
ティファクトを最適に補正するためには、各特徴が、個々の場合において、異なる演算が
実施されることを必要とする。特に、白い特徴は、黒い特徴とは別に扱われてもよい。ま
た、幅の狭い特徴に隣り合う画素は、特徴自身を構成している画素とは、変更量が異なっ
ていてもよい。こうすることによって、白線および黒線の両方の見かけを、同じフィルタ
を用いて改善することができるようになる。つまり、マルチビュープロセスを経た画像の
知覚される品位を大幅に高める能力が実現される。パターンに一致するそれぞれの場合に
ついて、個別に調整されたパラメータを用いた異なる演算を使用することによって、これ
が実現可能になる。
【００７４】
　なお、上記においては、プロセスは、カーネルを画像全体にわたって左から右に走らせ
るものとして記載したが、プロセスの持つ全体的な性能は変えずに、カーネルを逆方向、
または鉛直方向に走らせることも可能であり、この場合、対応する変更を、各ステップで
データ値を変更されるカーネル内の画素に加えればよい。
【００７５】
　上述の分類ステップが効果的な結果を生むことが示されたが、特定のケースのパターン
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と比較するために、入力画像の画素データ値を０状態／１状態に割り当てる方法は、この
他にも同等に効果的な方法や、より効果的である可能性のある方法も多数あることにも留
意すべきである。データ値が閾値未満であれば画素を「低」に分類し、データ値が閾値を
超えれば画素を「高」に分類する、単純な閾値データ値を適用してもよい。データ値が所
定のバンドの中にある画素には、「高」のステータスも「低」のステータスもいずれも割
り当てない、バンドを有する閾値を適用してもよい。サブセット内の画素に、その隣接す
る画素に対する相対的なデータ値に合わせて、「高」または「低」を割り当ててもよい。
この方法に対して、隣接する画素との差が所定の量に満たなければ画素を「高」にも「低
」にも分類しない、「拡散」を適用してもかまわない。これらの方法、その組み合わせ、
および同じ分類機能を果たすその他の方法も、本発明の技術的範囲内である。
【００７６】
　さらに、独立した分類ステップを設けずに、例えば、ケース検出ステップが、画像デー
タを直接処理してもかまわない。この場合、ケース検出ステップは、例えば、（事前処理
された分類値ではなく）画像データを入力とする所定のケース検出アルゴリズムによって
、画像データ自身に基づいて、もし必要であればとのような変更が必要であるのかを決定
する。この場合、第１のステップおよび第２のステップが組み合わせられて、分類および
ケース検出が１つのステップとして実施されると考えることもできる。本質的には、この
ステップは、画素データを、それぞれが関連付けられたフィルタを有する複数のカテゴリ
ーのうちの１つに分類する。３つのステップをすべて１つに組み合わせることも可能であ
る。この場合、サブセットの画素の明るさのパターンに基づいて、新しい画素データを何
らかの方法で導出するだけでよく、これを、どのような方法またはいくつのステップを用
いて実現してもかまわない。もう一つの可能性としては、第１のステップにおいて、ある
既知の画像の特徴に関連した１つ以上の対応する尺度をそれぞれ反映する１つ以上の「特
徴インジケータ」を、画素のサブセットのデータから算出してもよい。特徴インジケータ
としては、例えば、特徴インジケータは、画素の見かけが、どの程度「市松模様」である
のかを反映してもよい。例えば、高い値が、程度の非常に高い市松模様状の見かけを反映
し、低い値が、あまり程度の高くない市松模様状の見かけを反映せばよい。この場合、こ
れらの「特徴インジケータ」を使用して、第２のステップにおいて、どんな画像の特徴が
実際に存在するのか（またはどんな特徴がもっとも優勢であるのか）、および第３のステ
ップでどんなフィルタを使用することがもっとも適切であるのかを決定してもよい。
【００７７】
　上述の実施形態を備えた画像処理方法を、表示デバイスにデータを提供する処理ユニッ
ト上で走るソフトウェアの形態で実行してもかまわないことは、当業者であれば自ずから
理解できるはずである。また、このプロセスを、既存の表示制御エレクトロニクスに集積
された、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（
ＦＰＧＡ）、またはその他の電子回路において、ハードウェアの形態で実行してもかまわ
ない。本実施形態の演算リソースをあまり使わない実施態様の長所の１つは、必要とされ
る回路を、画素のトランジスタデバイスとともに、表示デバイスのガラス基板上に積層し
てもかまわないことである。こうすることによって、コストが節約でき、回路を、実装す
る各表示デバイスに容易に適応させられるようになる。
【００７８】
　必要とされるプロセスを実施する回路設計の一例を、図９に示す。図９では、上述のプ
ロセスが、以下のような態様で実施されることがわかる。すなわち、カーネルの現在の位
置に対応する画像の画素データ値が、バッファメモリに記憶される。これらの値は高／低
検出器、および第１のステップ（分類ステップ）のために平均値算出器、さらに第３のス
テップ（演算ステップ）のためにパラメータ増数プロセスに入力される。高／低検出器の
出力は、レジスタブロックから入力された利用可能なパラメータのうちのどれをバッファ
からの画素値に適用して、第３のステップ（演算ステップ）において正しい出力値を算出
するのかを選択するために、第２のステップ（ケース検出ステップ）において、パターン
一致セレクタによって使用される。利用可能なパラメータは、図中では、ＷＮ０／１、Ｂ
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Ｎ０／１、ＷＬ０／１、ＢＬ０／１、ＷＥ０／１、ＢＥ０／１、ＷＣ０／１、およびＢＣ
０／１として示されている。なお、０／１という添え字部分は、そのパラメータが、Ｐｘ

に適用するためのパラメータであるのかどうか、現在変更中の画素であるのかどうか、ま
たはそのすぐ隣りの画素なのかどうかによって変化する。
（例えば、図８に与えられた値を使用するためには、ＷＮ１は１－ＷＮ０に等しい）。
【００７９】
　なお、図９は、入力画像データのビット深度が６ビット／色チャンネル（つまり１画素
当たり１８ｂ）であるとして示しているが、同図は実施態様の一例に過ぎず、同図に示さ
れた機能的プロセスは、任意のビット深度の画像に対して適用できる。
【００８０】
　記載された実施態様であれば、さらに、第１のステップ（分類ステップ）において、単
純な閾値を用いた手法が使用できるようになる。この場合、さらに、ＢＴ値およびＷＴ値
を入力して、高の状態および低の状態を区別するデータレベルの閾値を決定することも可
能である。さらに、これらの値をカーネル平均値とともに用いて、カーネル平均値の上下
にバンドを規定し、画素データ値が高または低に分類されるためには、必ずこのバンドの
外側になければならないとしてもよい。
【００８１】
　上述のプロセスによってマルチビュープロセスを経る画像の知覚される品位が大幅に増
加し、かつ、このプロセスが大した演算リソースを要求しない一方で、より多くの演算リ
ソースを使ってでもより優れた性能を達成することのできるプロセスの変形も可能である
ことにも留意すべきである。先述のように、入力画像中の斜線は、通常、マルチビュー画
像中にもっとも目立つ画像アーティファクトを発生させる特徴である。したがって、より
大きな全体的な画像の明瞭さを保持するために斜線以外の線は比較的小さな変更を加える
だけにしなから、斜線を水平方向の線および鉛直方向の線から区別できる処理方法を使用
して、必要とされる補正を適用することが望ましい。これは、１本の線からなるカーネル
では不可能であるが、カーネルの面積を２行以上をカバーするように増加させ、さらに、
どの演算を適用するかを比較して決定するために使用される特定のパターンの個数と、利
用可能な演算の個数とを増加させれば、上記プロセスは、基本的には上述のままであって
も、斜線を優先的に処理するようにされ得る。こうすることによって、出力マルチビュー
画像においてより優れた画像品位が提供される。したがって、使用される画像走査カーネ
ルの形状は、４×２画素、５×２画素、３×３画素、または本発明の技術的範囲から逸脱
することなく最適な性能を提供するとわかっている任意の形状であってもよい。
【００８２】
　実施形態の一例としての第２の実施態様では、第１のステップ（分類ステップ）におい
て主画像の各画素およびその周囲の画素をサンプリングするために、４×３画素からなる
ウィンドウが使用される。前記と同様に、非線形データ値を「画素の見かけ」に変換する
ステップ（例えば「ガンマ」べき乗変換）とともに、第２のステップ（ケース検出ステッ
プ）において、あり得る複数のケースがウィンドウ内の画素構成と比較され、第３のステ
ップ（演算ステップ）において、３×３画素に基づいてぼやけさせるメカニズムが使用さ
れる。前記と同様に、合成色画素群のケース、各合成色画素群が赤色、緑色、および青色
の画素を備えているので、プロセスは、画像の各色成分画素値に対して順に適用される。
画素値が単一のモノクロム画素または単一の白黒画素に関連するケース、８つの隣り合う
画素の画素値が処理される。この例では、第３のステップにおいて使用されるように、例
えば３×３ウィンドウの替わりに、４×３のウィンドウが第１のステップにおいて使用さ
れる。なぜならば、４×３ウィンドウの方が、白字のテキストを黒字のテキストから区別
する際に、より高い信頼性を提供するはずであるからである。ただし、任意のサイズのウ
ィンドウを使用してもかまわないことは理解されよう。また、記憶する目的には、いずれ
のウィンドウも小さければ小さほど、より良好である。
【００８３】
　本実施態様の第１のステップ（分類ステップ）は、先述の方法の場合と同じであっても
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トの平均画素データ値が算出され、この平均値より大きいデータ値を有する画素は「１」
画素と表記され、平均値より小さいデータ値を有する画素は「０」画素と表記される。
【００８４】
　第２のステップ（ケース検出ステップ）では、３×３画素のカーネルが、水平または鉛
直線からなる特徴より、斜線からなる特徴に対してより程度の大きな変更を自動的に適用
するための、より大きな機能性を有しているということは、検出して、特有な演算を適用
しなければならない個々のケースがより少ないことを意味している。３つの一般的なケー
スだけが、検出および３×３画素に基づく、それぞれのケースに特有なフィルタリング演
算の適用を必要とすることがわかっている。これらのケースは、暗い背景上の明るい幅の
狭い特徴、明るい背景上の暗い幅の狭い特徴、およびピッチが画素１つである市松模様の
パターンであると説明することもできる。
【００８５】
　２つの微細な特徴のケースを決定する比較的単純な方法では、４×３のウィンドウにお
いて「１」の種類の画素の個数を合計する。１２個の画素ウィンドウが、６つ以上の「１
」の種類の画素を含むのであれば、このケースは、明るい背景上の暗い特徴であると規定
されてもよい。上記１２個の画素ウィンドウが６つ未満の「１」の種類の画素を含むので
あれば、このケースは、暗い背景上の明るい特徴であると規定されてもよい。
【００８６】
　ピッチが画素１つである市松模様のパターンが存在するケースは、４×３ウィンドウの
うち中央の水平なラインにおける４つの画素のうち左側３つの画素では、画素を分類した
種類が交互に現れ（例えば１０１、または０１０）、かつ、上記左側の３つの画素の上方
または下方のいずれかの３つの画素では、反転したパターンが交互に現れる（例えば０１
０または１０１）ことによって決定されてもよい。
【００８７】
　第３のステップ（演算ステップ）では、新しいデータ値が、４×３画素のサブセットの
中央の行の左から二つ目の画素に、この画素のもとのデータ値およびこの画素の周囲の上
記８つの画素のデータ値（つまり、第２のステップにおいて使用される４×３のサブセッ
ト中の１２個の画素のうちもっとも左側の９つの画素のデータ値）に基づいて書き込まれ
てもよい。使用される３×３画素の演算は、英国特許出願第０７０１３２５．３号明細書
の開示に記載されたものであってもよい。簡潔に説明すると、各画素の見かけの全体的な
尺度が、主画像における該画素のデータ値およびそのすぐ隣の８つの画素のデータ値の加
重合計値に基づいて算出される。
【００８８】
　次に、画素サブセットに対するマルチビュープロセスの効果を近似する際に、第２の全
体的な見かけ値が、画素の同じサブセットに対して、ただし、すぐ横に位置する隣接画素
を０にセットした状態で算出される。加重合計値は、正規化され、必要であれば、中央の
画素データ値、Ｐ’（ｘ、ｙ）の新しい値を算出することによって互いに等しい値にセッ
トされる。この等式で現される関係を図１０に示す。したがって、中央の画素Ｐ’（ｘ、
ｙ）の新しいデータ値を求める等式は次式で与えられる、
【００８９】
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【数１】

【００９０】
ここで、ω１、ω２、およびω３は、使用される重み付けパラメータであり、Ｐ（ｘ、ｙ
）などは、主画像内のそれぞれの座標における画素のデータ値である。先述の例と同様、
３×３ウィンドウの中央の画素の新しい値が算出されると、この値が、マルチビュー画像
プロセスに入力する準備の整った出力画像に書き込まれ、３つのステップからなるプロセ
ス全体が、入力主画像内の次の画素について、全体の画像がウィンドウによって走査され
、処理されるまで繰り返される。
【００９１】
　この方法は、画像中の水平および鉛直線からなる特徴より斜線からなる特徴に対してよ
り程度の大きな変更を自動的に適用するように、画素の重み付けパラメータを選択するこ
とによって最適化可能である。こうすることによって、第２のステップ（ケース検出ステ
ップ）において考慮が必要な特定の場合の個数が低減される。また、上述のように、暗い
背景上の明るい特徴、白い背景上の暗い特徴、およびピッチが画素１つである市松模様の
パターンの３つのケースにおいて、わずか３つの異なる３×３画素に基づく演算を適用す
ることによって、画像の見かけを改善することができることがわかっている。
【００９２】
　３つのケースにおいて、式（１）のプロセスの重み付けパラメータは、英国特許出願第
０７０１３２５．３号明細書に記載されているように、３×３サブセット内の画素の見か
けの明るさが、その中心からの距離の関数として、二次元ガウス分布にしたがうと仮定し
、これに基づいて、中央の画素に対する周囲の画素からの影響を数量化することによって
決定されてもよい。例えば、０．５画素幅の標準偏差を有する二次元ガウス分布を仮定す
ると、重み付けパラメータω１＝０．０２４０、ω２＝０．１０７０、およびω３＝０．
４７５９が得られる。
【００９３】
　これらの同じ重み付けパラメータが、第３のステップ（演算ステップ）において、暗い
背景上の明るい特徴および白い背景上の暗い特徴の両方のケースで使用されてもよい。た
だし、変更の程度、および幅の狭い（単一の画素）暗い特徴、幅の狭い明るい特徴、また
は両方の見え方を強調するプロセスの全体的な傾向は、まず主画像データ値を見かけの輝
度値に、例えば、次式で現されるガンマべき乗機能を用いて変換することによって制御さ
れてもよい。
【００９４】
【数２】

【００９５】
ここで、Ｌは見かけの輝度、Ｄはデータ値（０～２５５）、ガンマはべき乗係数であり、
どれも、得られた値を３×３画素に基づく演算で処理する前の値である。
【００９６】
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　この変換で使用するガンマ値（変換パラメータ）が、表示デバイス自身における画素の
データ値に対する輝度の応答性を精度よく反映する、データ値と輝度との関係を生成する
のであれば、３×３画素に基づく演算が、画像の急峻な特徴に対して十分な平滑化効果を
依然発揮し、マルチビュープロセスによる色のアーティファクトの導入を防止しながら、
表示デバイス上で観察される、主画像内の暗いおよび明るい特徴の全般的な輝度を維持す
る。
【００９７】
　使用されるガンマ値が、表示デバイス自身が持つ、データ値に対する輝度の応答性を表
わすガンマ値より低ければ、式（１）に記載された３×３画素に基づく演算の全体的な傾
向は、主画像内の暗い特徴の見え方を強調する。これは、プロセスにかけた後、明るい画
素に隣接する暗い画素は暗いままで残るが、暗い画素に隣接する明るい画素は大幅に暗く
なることに起因している。
【００９８】
　使用されるガンマ値が、表示デバイス自身が持つ、データ値に対する輝度の応答性を表
わすガンマ値より高ければ、式（１）に記載された３×３画素に基づく演算の全体的な傾
向は、主画像内の明るい特徴の見え方を強調する。これは、プロセスにかけた後、暗い画
素に隣接する明るい画素は明るいままで残るが、明るい画素に隣接する暗い画素は大幅に
ほぼ明るくなることに起因している。
【００９９】
　３×３画素に基づくフィルタプロセスによって、明るいおよび暗い幅の狭い特徴が見え
方が両方とも強調されるのであれば、マルチビュープロセスが適用された後の主画像の全
体的な見かけが、改善しているのかもしれない。この場合、３×３のウィンドウが暗い背
景上の明るい特徴を含む画像領域からなることを、第２のステップ（ケース検出ステップ
）が示唆しているのであれば、より高いガンマ値をフィルタ演算において使用可能である
。一方で、３×３のウィンドウが明るい背景上の幅の狭い暗い特徴を含む画像領域からな
ることを、第２のステップ（ケース検出ステップ）が示唆しているのであれば、より低い
ガンマ値をフィルタ演算において使用可能であり、こうすることによって、どちらの場合
にも必要な効果が実現される。
【０１００】
　３×３画素に基づくフィルタプロセスがガンマ変換済み画素データ値に適用された後、
得られた出力値が、式（３）に示す、等式（２）の逆を用いて変換され、等価の新しいデ
ータ値に戻されてもよい。
【０１０１】
【数３】

【０１０２】
ここで、Ｄ’は新しい等価のデータ値、Ｌ’は３×３画素に基づくフィルタによる処理後
の新しい見かけの輝度値、およびガンマは式（２）で使用されるのと同じべき乗係数であ
る。
【０１０３】
　式（１）に記載の、３×３画素に基づくフィルタ演算の、（ａ）黒い斜線および（ｂ）
白い斜線を含む２つの入力主画像領域に対する効果を、図１１に示す。なお、図１１に示
す画素データ値は、それぞれ１および２．４のガンマ値を用いて、式（２）および（３）
にしたがって事前および事後変換を行った画素データ値である。ガンマ値の選択が、明る
いおよび暗い線の異なる変化の仕方に対してどのように影響するのか、また、画像内の明
るいおよび暗い幅の狭い特徴の見え方をどちらも強調するためには、算出において使用さ
れるガンマ値を、先行するケース検出ステップの結果にしたがって選択することがなぜ望
ましいのかが、図１１から読み取れる。
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【０１０４】
　第２のステップ（ケース検出ステップ）における４×３のウィンドウのサンプリング対
象である主画像の領域内に、ピッチが画素１つである市松模様のパターンが存在すること
を、第２のステップの結果が示唆している場合、第３のステップ（演算ステップ）におい
て、中央の画素およびすぐ隣の４つの画素の合計値に割り当てられた等しい重み付けを次
式のように変更し、さらに単純な３×３画素に基づく加重合計値値の演算が実施されても
よい。
【０１０５】
【数４】

【０１０６】
ここでも、画素データ値Ｐ（ｘ、ｙ）などは、上記演算が適用される前に、非線形法（例
えば上述のガンマに依存するプロセス）によって変換されてもよい。
【０１０７】
　こうすることによって、この第２の例は、入力主画像に加えられる不必要な変更の量が
低減されるという点において第１の例より精度よく、マルチビュープロセスが原因となっ
て生じる画像から任意の不所望の色のアーティファクトを除去する手段を提供する。なお
、゜この不必要な変更の量の低減は、４×３ブロック（４×１ブロックではない）の画素
データ値をバッファするために必要とされるメモリ、および必要な画素データ変更演算を
実施する処理電力の両方について、表示デバイスの演算リソースに対する要求が増加する
ことと引き換えに発生する。
【０１０８】
　第１の実施形態の第３の実施態様の一例では、４×３画素ウィンドウが、ここでも、第
１のステップ（分類ステップ）および第２のステップ（ケース検出ステップ）において使
用されてもよい。また、３×３画素ウィンドウが、ここでも、第３の演算において用され
てもよい。ただし、最終的なマルチビュー画像から色のアーティファクトを除去すること
については匹敵する性能を維持し、主画像をぼやけさせる効果を最小限に抑えながら、第
３のステップにおいて実施される演算を大幅に簡素化可能にして、表示デバイスの演算リ
ソースに対する要求を低減するために、第２のステップで検出されるケースの個数が、先
の例に比べて、３つから６つに増加してもよい。検出されるケースの個数がこのように増
加することによって、６つのケースすべてにおいて実施されるぼかし演算を、３×３画素
のサブセットの標準的な正規化済み加重合計値に簡素化することが可能になる。なお、こ
の簡素化において、使用される画素の重み付けは、すべて整数を３２でわった分数であっ
て、また、任意の点で画素データ値を見かけの輝度値に非線形変換することは不必要であ
る。
【０１０９】
　第１のステップ（分類ステップ）では、実施態様は、先述の例の場合と同じであっても
よい。つまり、サブセットの平均画素データ値が算出され、この平均値より大きいデータ
値を有する画素は「１」画素と表記され、平均値より小さいデータ値を有する画素は「０
」画素と表記される。
【０１１０】
　第２のステップ（ケース検出ステップ）では、特定のケースの個数を３つから６つに倍
増させるために、先述の例の３つの主要なケース（市松模様のパターン、明るい背景上の
暗い幅の狭い特徴、および暗い背景上の明るい幅の狭い特徴）を先述のプロセスと同じプ
ロセス（市松模様のケースについては既知のパターンとの比較、その他のパターンについ



(22) JP 2012-506065 A 2012.3.8

10

20

30

40

50

ては「１」の種類の画素の個数の合計）によって検出することに加えて、第３のステップ
（演算ステップ）において使用される３×３サブセットの中央の画素の分類をも考慮する
。例えば、中央の画素の種類が「０」である市松模様のパターンは別のケースとなり、種
類が「１」である中央の画素を有する市松模様のパターンに適用される演算ステップとは
異なる特定の演算ステップが適用される。６つの検出されるケースの例を図１２に示す（
画素分類における「？」は、サブセット内のこの位置の画素の種類が、決定されるケース
とは無関係であることを示唆している）。
【０１１１】
　第３のステップ（演算ステップ）では、正規化済み加重合計値の演算を使用して、第２
のステップ（ケース検出ステップ）によって区別された６つの異なる各ケースについて異
なる重み付けパラメータを用いて、３×３サブセットの中央の画素の新しい値が算出され
る。各演算において、重み付けパラメータは整数を３２でわった分数にしてもよく、画素
データ値の非線形変換は不必要であって、こうすることによって、算出方法が簡素化され
る。このプロセスを図１３に示す。なお、図１３に示す重み付けパラメータは、それぞれ
のケースについて、最終的なマルチビュー画像において良好な結果を生むことがわかって
いる重み付けパラメータである。図１３からわかるように、６つの各演算は、角部の画素
に対して負の重み付けパラメータが使用される「白字のテキストである隣接画素」の場合
を除けば、単純な正規化済み加重合計値である。こうすることによって、中央の画素が斜
線に隣接している場合、色アーティファクトを最終的なマルチビュー画像のこれらの領域
から除去するために必要な、程度の大きな変更が、中央の画素に対して加えられる。
【０１１２】
　必要なプロセスを実行するための回路設計の一例を、図１４に示す。この図面では、画
素バッファステップおよび演算ステップのプロセスが拡張されて、それぞれ４×３および
３×３画素のウィンドウが組み込まれていることを除けば、上述のプロセスが、図９に示
した態様と同様の態様で動作することがわかる。図１４では、レジスタブロックから入力
されるパラメータが、第２のステップにおいて検出される６つの異なるケースについて、
ＡからＦで示されている。また、０、１、または２の添え字を付けて、パラメータが、第
３のステップ（演算ステップ）において中央の画素に適用可能であるのか、横方向に隣接
する画素のうちの１つに適用可能であるのか、または斜め方向に隣接する画素のうちの１
つに適用可能であるのかを示している。例えば、図１３に詳細に示すケースを考えて、ケ
ース＝白字のテキストの隣接する画素を「Ｆ」と表記すると、Ｆ０＝４、Ｆ１＝９、Ｆ２
＝－２である。
【０１１３】
　なお、この場合、上述のいずれのプロセスを実行しても、通常の範囲（例えば０～２５
５）から外れた新しい画素値を生成する画像領域が存在する可能性がある。これらの範囲
外の新しい値は、単純に外れた部分を切り捨てて、その範囲の端の値に等しくなるように
してもよい。
【０１１４】
　負の重み付けパラメータを含めることが、プロセスの特定の実施態様にとって望ましく
なければ、代替となる方法として、特有の場合において特に大きな変更を入力画像データ
に適用する、他の方法（例えば、フィルタリング演算に加えて演算対象の画素値に一定の
大きさのデータを足すまたは引く）を使用してもよく、あるいは、プロセスの第１のステ
ップ（分類ステップ）において算出される４×３カーネルの平均画素データ値を、第３の
ステップ（演算ステップ）においてパラメータとして使用して、この平均値に合わせて変
更の程度を調節できるようにしてもよい。
【０１１５】
　なお、図１４は、入力画像データのビット深度が６ビット／色チャンネル（つまり１画
素当たり１８ｂ）であるとして示しているが、同図は実施態様の一例に過ぎず、同図に示
された機能的プロセスは、任意のビット深度の画像に対して適用できる。
【０１１６】
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　最適な結果を得るためには、暗い背景上の明るい特徴からなる画像領域とその反対の画
像領域が、第３のステップ（演算ステップ）において、互いに異なるパラメータが適用さ
れることを必要とすることがわかったのであるから、上記の例から、第２のステップ（ケ
ース検出ステップ）の主要な目的が、これらの異なる領域同士を区別することであること
は、明らかであろう。使用されるＬＣＤの種類はこの情報を有しており、これらのケース
の主要な例について利用可能である。つまり、画像が白い背景上の黒字のテキストを含む
のであれば、この画像がこういうケースであるという情報が、例えば、入力画像データに
埋め込まれた「フラグ」の形態で、またはユーザによる表示モードの選択肢の一部として
、ＬＣＤに入力されてもよい。この場合、第１の分類ステップおよび正しいパラメータの
自動的選択を実行しなくてもいいように、この情報をケース検出プロセスに入力してもか
まわない。
【０１１７】
　本発明の第２の実施形態では、マルチビュープロセスが、入力画像になにも変更を加え
ずに、ＬＣＤ制御用エレクトロニクス１において主画像７のデータセットおよびサイド画
像８のデータセットに対して実施される。そして、出力マルチビュー画像の輝度値を、追
加の画像処理デバイス１３においてマルチビュープロセス１２の第１の段階によって圧縮
された後の入力主画像の輝度値と比較することによって、このプロセスから生じる任意の
所望しない画像アーティファクトが検出される。次に、追加の画像処理デバイス１３は、
何らかの補正をマルチビュー画像に対して実施して、アーティファクトが視認されないよ
うにし、さらに補正後のマルチビュー画像データセットを表示デバイスに出力する。この
演算のプロセスの流れを、図１５に示す。
【０１１８】
　この第２の実施形態の方法の一例において、マルチビュー画像およびもとの画像７のデ
ータが追加の画像処理デバイス１２に入力されると、どちらの画像においても、３×３カ
ーネルが使用されて、各画素およびそのすぐ隣の８つの画素すべてがサンプリングされる
。画素値が単一のモノクロム画素または単一の白黒画素に関連する場合、８つの隣り合う
画素の画素値が処理される。合成色画素群の場合、各合成色画素群が赤色、緑色、および
青色の画素を備えているので、プロセスは、画像の各色成分画素値に対して順に適用され
る。
【０１１９】
　そして、各画像のカーネルにおける、画素データ値の正規化済み加重合計値「Ａ」が、
画像の位置に応じてカーネル中の各画素に対して重みを適用して、図１０に図示されたプ
ロセスと同様のプロセスにおいて、演算される。３つの異なる重み係数ω１、ω２、およ
びω３を用いる、この種類の構成を図１６に示す。各画像の対応する画素群の、これらの
正規化後の加重済み「画素の見かけ値」は比較されて、不一致が見つかれば、マルチビュ
ー画像中のカーネルの中央の画素が、各画像のカーネルから得られる加重合計値を等しく
するように、必要な量に応じて変更される。Ａｍｖが、マルチビュー画像から得られる正
規化後の加重済みカーネルの合計値であって、Ａｉｃが、圧縮済み入力主画像から得られ
る正規化後の加重済みカーネルの合計値であれば、マルチビュー画像中のカーネルの中央
の画素の新しい値Ｐ（ｘ、ｙ）’は、次式によって与えられる。
【０１２０】
【数５】

【０１２１】
ここで、ω３は、カーネルの中央の画素のための重み係数である。
【０１２２】
　新しい中央の画素値がマルチビュー画像に書き込まれると、カーネルは１画素分移動し
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て、新しいカーネルにおいて隣接する画素値を提供する先のステップから得られる、新し
い画素値を用いて演算が繰り返される。このようにして、マルチビュー画像の画素値に対
する補正が次の演算において考慮され、画像は過度に補正されることがない。プロセスは
、カーネルの中央の画素によって、画像のすべての画素が走査されつくすまで、繰り返さ
れる。
【０１２３】
　出力画像内の画像アーティファクトも最小化しながら、このプロセスによって生じる出
力マルチビュー画像の変化を最小化するためには、主画像が一様な画像である領域では変
更が不必要であることが望ましい。これらの理由によって、加重済みカーネルの合計値が
、一様な主画像領域において、マルチビュープロセスによってマルチビュー画像に生じる
パターン形成によってステップごとにばらつくことがないことも望ましい。圧縮済み主画
像の輝度値の一様な領域の一例、および英国特許出願第０８０４０２２．２号明細書に記
載されたプロセスによって生じると考えられる、出力マルチビュー画像の等価な領域を、
図１７に示す。この図から、もとの画像は一様であっても、ステップ（ｎ）における３×
３カーネル１４が、ステップ（ｎ＋１）におけるカーネル１５とは異なる加重合計値を有
していてもよいことがわかる。したがって、画素に対する重み値を、入力主画像における
一様な領域に対応するマルチビュー画像の複数の領域について、等しい加重済みカーネル
の合計値を生成するカーネル内で選択することが望ましい。このような重み付けの一例と
しては、ω１＝１、ω２＝２、およびω３＝４とすればよい。
【０１２４】
　マルチビュー表示デバイスに表示される画像の知覚される品位を改善する画像処理方法
が、このようにして提供される。この品位の改善は、入力画像に生じる変更の程度、特に
微細な特徴をぼやけさせることを最小限に抑えながら、他の画像処理方法であればマルチ
ビュープロセスによって生じる色のアーティファクトを除去することによって達成される
。知覚される出力マルチビュー画像の全体的な品位と、プロセスの実行に必要とされる演
算リソースとのバランスをとるさまざまな選択肢を提供する、各種実施形態が記載される
。なお、ここに記載した実施形態は、特定の表示デバイスに対してさまざまなリソースの
仕様の場合に良好な結果を生むことがわかっているプロセスの特定の例を含むものである
が、任意の特定の利用可能リソースの仕様の場合に最適なプロセスには、適用事例によっ
てばらつきがある。したがって、実施形態の特定の態様（例えば第１のステップにおいて
使用される画素を分類する具体的な方法、第２のステップにおいて検出される特定の画素
パターンのケースの個数および種類、または第１の実施形態の第３のステップにおいて画
像データを変更するために実施される具体的な算出方法）には、実施態様によってばらつ
きがあり、このようなばらつきは、特定の適用事例の詳細な仕様がわかれば当業者にとっ
て自明であって、したがって、本発明の技術的範囲内から逸脱するものではないことは当
然である。
【０１２５】
　本発明の一実施形態は、英国特許出願公開第２４２８１５２Ａ号明細書および英国特許
出願第０８０４０２２．２号明細書に記載されたプロセスが原因となって生じる色のアー
ティファクトを除去するために特に有用な画像処理フィルタを提供する。ＧＢ－Ａ－２４
４５９８２および英国以外の国における対応出願には、色のアーティファクトを処理する
ために２画像表示デバイスにおいて使用するための、ぼかしフィルタが記載されている。
しかし、本発明の一実施形態は、ソフトウェアプライバシープロセスが原因となって生じ
る色のアーティファクトに対処するために特別に設計された第１のぼかしフィルタを提供
し、その結果、主画像に導入されるぼかし量を最小化する。
【０１２６】
　ただし、本発明が、ソフトウェアプライバシーに限定されることを意図したものではな
く、受信された画素データがマルチビュー効果を観察者に対して創出するために処理され
る、任意の画像処理ステップによって導入されるアーティファクトの補正に適用可能てで
あることは理解されよう。例えば、ＧＢ－Ａ－２４４５９８２においては、本発明の一実
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施形態に係る手法を用いて実施される処理ステップが、互いに異なるそれぞれに対応する
画像を表わす受信された画素データの複数のセットがインターリーブされ、互いに異なる
画像を互いに異なるそれぞれに対応する視認位置にいる複数の観察者に提示するステップ
となり、本発明は、ＧＢ－Ａ－２４４５９８２に記載された、この文脈において適用可能
である。
【０１２７】
　２つの主な実施形態を上述した。第１の主な実施形態では、主画像を、主画像自身を参
照するだけでぼやけさせて、その後に主画像に対してマルチビュープロセスが実施される
。また、第２の主な実施形態では、マルチビュー処理された画像が入力主画像と比較され
、比較結果に応じて補正される。
【０１２８】
　第１の実施形態では３つの例を示した。どの例も、入力データの分類、パターン一致、
および適切なぼかし演算の適用という３つのステップをともなう。これら３つの変形例は
、性能と実施の容易さ／リソース要件との間のバランスがすべて異なる。
【０１２９】
　本発明を具現化する方法と、ＧＢ－Ａ－２４４５９８２および英国以外の国における対
応出願に記載の方法との間の違いの一部を、次に列挙する。
【０１３０】
　ＧＢ－Ａ－２４４５９８２および英国以外の国における対応出願に記載のケース検出フ
ィルタは、単一方向性を有する。つまり、ぼやけさせる過程は、処理中の画素およびその
右側の画素の画素値にのみ依存する。本発明の一実施形態に係るフィルタは、右側、左側
、または両方の画素を使用して新しい値を決定する。
【０１３１】
　本発明の一実施形態に係るフィルタは、黒線、白線、縁、および市松模様に対してすべ
て異なる扱いができる。ＧＢ－Ａ－２４４５９８２および英国以外の国における対応出願
に記載のフィルタは、特定のケースを１つ扱えるだけである。
【０１３２】
　ＧＢ－Ａ－２４４５９８２および英国以外の国における対応出願は、分類法を用いて、
カーネル内の画素が処理済み画素とは同様の画像であるのか、または大幅に異なる画像で
あるのかを分類する。隣接する画素が演算を実施する対象である考察中の画素に比べて高
い値を有しているのか、または低い値を有しているのかということが大切なのであって、
これらの画素値が近いかまたは異なるかということが問われているわけではないので、こ
れでは、本発明の一実施形態としては不十分である。この点について、本発明の一実施形
態では、新しい画素データが、画素データの少なくとも１つのパターンと、対応する反転
パターンとの区別ができる様態で、画素に対して導出されるが、ＧＢ－Ａ－２４４５９８
２の手法はこの区別ができない。
【０１３３】
　ここで説明した第２の実施形態と、ＧＢ－Ａ－２４４５９８２および英国以外の国にお
ける対応出願の第２の方法との間の違いの一部を、次に列挙する。
【０１３４】
　この第２の実施形態は、実際の出力マルチビュー画像を使用して、仮定した視差バリア
の構成ではなく、画素の見かけ合計値を比較する。画素はつねに０にセットされているわ
けではなく、値が２倍にされる画素もあり、高／低画素のパターンは、カーネルの移動に
ともなって反転する。
【０１３５】
　この第２の実施形態は、補正を画像に書き込み、カーネルを移動させ、そして、先のス
テップから得られる補正済み画素値を使用して、新しい加重合計値を算出する。こうする
ことによって、ＧＢ－Ａ－２４４５９８２および英国以外の国における対応出願の記載と
は異なり、補正が「搬送」される。
【０１３６】
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　先に説明した部材のうちの１つ以上の部材の動作が、表示デバイスまたは装置上で動作
するプログラムによって制御可能であることは理解できるであろう。このような動作プロ
グラムは、コンピュータで読み取り可能な媒体に記憶されても、または、例えば、インタ
ーネット上のウェブサイトから提供されるダウンロード可能なデータ信号などの信号にお
いて具現化されてもかまわない。添付の請求項は、動作プログラム自身をカバーしている
、または動作プログラムを記録として、搬送波に載せて、信号として、またはその他の任
意の形態でカバーしていると解釈すべきものである。
【０１３７】
　本発明の特性および効果をより完全に理解するには、添付の図面とともに、下記の詳細
な説明を参照すべきである。
【０１３８】
　本発明は上述のように記述されてはいるが、様々に変更可能であることは明らかである
。そのような変更は本発明の意図および範囲から逸脱するものではなく、当業者にとって
明らかであるそのような全ての変更は、以下の請求項の範囲に含まれる。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【図１５】

【図１６】

【図１７】

【手続補正書】
【提出日】平成23年4月19日(2011.4.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示デバイスの表示パネルによって表示するために画像データを処理する方法であって
、
　画像を表わす画像の画素データを取得し、
　第１の処理ステップでは、該画素データを処理して、観察者に対してマルチビュー効果
を創出し、
　第２の処理ステップでは、該画素データの複数のサブセットのそれぞれが同数の画素群
を備え、かつ、各画素群が少なくとも１つの画素を備えた各サブセットについて、該サブ
セットの複数の画素群のうちの少なくとも１つの画素群に対して、該サブセットの複数の
画素群における画素データのパターンに依存して、少なくとも１つのこのようなパターン
をその反転パターンから区別できる様態で新しい画素データを導出する方法。
【請求項２】
　上記第１の処理ステップが、軸上においては、軸上に位置している軸上の観察者に対し
空間的平均化によって局所的にバランスをとる傾向を有し、これにより、軸上の観察者に
とって知覚不能な輝度のばらつきを導入し、軸上以外においては、軸上に位置していない
軸外の観察者に対し空間的平均化によって局所的にバランスをとらず、これにより、軸外
の観察者にとって知覚可能な輝度のばらつきを導入できるように、表示パネルの特性を考
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慮して実施される、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　表示デバイスの表示パネルによって表示するために画像データを処理する方法であって
、
　画像を表わす画像の画素データを取得し、
　第１の処理ステップでは、軸上においては、軸上に位置している軸上の観察者に対し空
間的平均化によって局所的にバランスをとる傾向を有し、これにより、軸上の観察者にと
って知覚不能な輝度のばらつきを導入し、軸上以外においては、軸上に位置していない軸
外の観察者に対し空間的平均化によって局所的にバランスをとらず、これにより、軸外の
観察者にとって知覚可能な輝度のばらつきを導入できるように、表示パネルの特性を考慮
して該画素データを処理し、
　第２の処理ステップでは、該画素データの複数のサブセットのそれぞれが同数の画素群
を備え、かつ、各画素群が少なくとも１つの画素を備えた各サブセットについて、該サブ
セットの複数の画素群のうちの少なくとも１つの画素群に対して、該サブセットの複数の
画素群における画素データのパターンに依存して、新しい画素データを導出する方法。
【請求項４】
　上記第１の処理ステップでは、空間的平均化によって観察者が単一の輝度を有している
と知覚する１対の画素群のうちの一方の画素群に対する、軸上において導入される輝度の
任意の増加が、この１対の画素群のうちのもう一方の画素群に対する、輝度のほぼ等価な
減少にほぼ一致する、請求項２または３に記載の方法。
【請求項５】
　上記１対の画素群のうちの一方の画素群の結果的に得られる輝度が最高輝度の近傍にあ
るか、または、上記１対の画素群のうちのもう一方の画素群の結果的に得られる輝度が最
低輝度の近傍にあるかのいずれかである、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　上記新しい画素データの導出において、画素データのパターンに依存してフィルタを選
択し、選択されたフィルタを、上記サブセットの複数の画素群のうちの少なくとも一部の
画素群に対して適用して新しい画素データを導出する、請求項１～５のいずれか一項に記
載の方法。
【請求項７】
　上記画素データのパターンを複数の所定のパターンと比較し、
　この比較ステップの結果に依存して新しい画素データを導出する、請求項１～６のいず
れか一項に記載の方法。
【請求項８】
　上記新しい画素データの導出において、画素データのパターンに依存してフィルタを選
択し、選択されたフィルタを、上記サブセットの複数の画素群のうちの少なくとも一部の
画素群に対して適用して新しい画素データを導出しており、
　上記複数の所定のパターンのそれぞれが、対応するフィルタに関連付けられ、
　上記比較ステップにおいて一致するパターンを決定し、
　そのパターンに関連付けられたフィルタを、上記新しい画素データを導出する際に使用
するために選択する、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　上記比較ステップにおいて、新しい画素データを導出中である上記少なくとも１つの各
画素群の、すぐ隣の少なくとも１つの画素群に比べた相対的な明るさを示し、比較的高い
明るさと比較的低い明るさとを区別する尺度を決定する、請求項７または８に記載の方法
。
【請求項１０】
　上記サブセット内の各画素群を、その画素データにしたがって、所定のセットをなす複
数のレベルのうちの１つに割り当て、
　上記比較ステップにおいて、割り当てられたレベルのパターンを、上記複数の所定のパ



(32) JP 2012-506065 A 2012.3.8

ターンと比較する、請求項７、８、または９に記載の方法。
【請求項１１】
　上記サブセットの複数の画素群のうちの少なくとも一部の画素群の画素データに基づい
て尺度を算出し、
　上記所定の複数のレベルのうちの１つに画素群を割り当てる上記ステップが、算出され
た尺度に依存して実施される、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　表示デバイスの表示パネルによって表示するために画像データを処理する方法であって
、
　画像を表わす画像の画素データを取得し、
　第１の処理ステップでは、該画素データを処理して、観察者に対してマルチビュー効果
を創出し、
　第２の処理ステップでは、該画素データの複数のサブセットのそれぞれが同数の画素群
を備え、かつ、各画素群が少なくとも１つの画素を備えた各サブセットについて、このサ
ブセットの複数の画素群のうちの少なくとも一部の画素群の画素データに基づいて尺度を
算出し、
　上記サブセット内の各画素群を、その画素データにしたがって、かつ、算出された尺度
に依存して、所定のセットをなす複数のレベルのうちの１つに割り当て、
　割り当てられたレベルのパターンを、複数の所定のパターンと比較し、
　この比較ステップの結果に依存して、上記サブセットの複数の画素群のうちの少なくと
も１つの画素群について新しい画素データを導出する、画像データ処理方法。
【請求項１３】
　上記尺度が平均値である、請求項１１または１２に記載の方法。
【請求項１４】
　画素群を、その画素データと上記算出された尺度との比較に基づいて、所定のセットを
なす複数のレベルのうちの１つに割り当てる、請求項１１、１２、または１３に記載の方
法。
【請求項１５】
　上記画素データを、上記導出ステップにおいて使用するために、例えばガンマべき乗関
数に基づいて、見かけの輝度値に変換する、請求項１～１４のいずれか一項に記載の方法
。
【請求項１６】
　上記サブセットの画素群のパターンに依存して決定された少なくとも１つの変換パラメ
ータを用いる、請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　上記サブセットの画素群が連続的であり、ほぼ１次元に延びる、請求項１～１６のいず
れか一項に記載の方法。
【請求項１８】
　上記サブセットの画素群が、連続的な二次元構成を備えている、請求項１～１７のいず
れか一項に記載の方法。
【請求項１９】
　上記各サブセットが、その他のサブセットから１つの画素群によって隔てられている、
請求項１～１８のいずれか一項に記載の方法。
【請求項２０】
　新しい画素データを導出する上記ステップが、第１の処理ステップにおいて実施された
処理によって得られた知見を使用する、請求項１～１９のいずれか一項に記載の方法。
【請求項２１】
　上記新しい画素データが、第１の処理ステップにおいて実施される処理の結果アーティ
ファクトを引き起こしやすい、画像の特徴を表わす画素データのパターンが生成できるよ
うに導出される、請求項１～２０のいずれか一項に記載の方法。
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【請求項２２】
　上記導出ステップにおいて、新しい画素データを導出中である上記少なくとも１つの各
画素群が、第１の処理ステップにおいて実施される処理の結果アーティファクトを引き起
こしやすい、画像の特徴を表わす画素データのパターンの一部を形成するかどうかを決定
する、請求項１～２１のいずれか一項に記載の方法。
【請求項２３】
　上記導出ステップにおいて、比較的暗い背景上の明るい特徴を表わす画素データのパタ
ーンが、比較的明るい背景上の暗い特徴を表わす画素データのパターンとは別に扱われる
、請求項１～２２のいずれか一項に記載の方法。
【請求項２４】
　上記導出ステップにおいて、新しい画素データを導出中である上記少なくとも１つの各
画素群が、１つの画素群の幅を有する暗いまたは明るい線、１つの画素群の幅を有する暗
いまたは明るい線に隣接する画素群、２つの画素群の幅を有する暗いまたは明るい線の左
側の縁、１つまたは２つの画素群のピッチを有する明暗からなる市松模様のパターン、お
よび斜線からなる画像の特徴のうちの少なくとも１つの特徴の一部を形成するかどうかを
、上記画素データのパターンから決定する、請求項１～２３のいずれか一項に記載の方法
。
【請求項２５】
　上記第２の処理ステップが第１の処理ステップの前に実施される、請求項１～２４のい
ずれか一項に記載の方法。
【請求項２６】
　上記第２の処理ステップが第１の処理ステップの後に実施される、請求項１～２４のい
ずれか一項に記載の方法。
【請求項２７】
　上記新しい画素データが、上記サブセットの画素群のうちの１つの画素群に対してのみ
導出される、請求項１～２６のいずれか一項に記載の方法。
【請求項２８】
　各画素群が色成分画素の合成色画素群を備え、
　各色成分画素に順に適用される、請求項１～２７のいずれか一項に記載の方法。
【請求項２９】
　上記合成色画素群が赤色、緑色、および青色の色成分画素を備えている、請求項２８に
記載の方法。
【請求項３０】
　上記第１の処理ステップが、互いに異なる画像をそれぞれ表わす受信された複数の画素
データをインターリーブし、これらの互いに異なる画像を、それぞれ互いに異なる視認位
置にいる複数の観察者に提示するために実施される、請求項１～２９のいずれか一項に記
載の方法。
【請求項３１】
　請求項１～３０のいずれか一項に記載の方法を実施するように構成された装置。
【請求項３２】
　請求項３１に記載の装置を備えた表示デバイス。
【請求項３３】
　請求項１～３０のいずれか一項に記載の方法を実施するように装置を制御するためのプ
ログラム。
【請求項３４】
　搬送媒体によって搬送され、
　該搬送媒体が記憶媒体または伝送媒体である、請求項３３に記載のプログラム。
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